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生
活
相
談
で
実
現
| 

市
営「
勝
目
一
般
住
宅
」

に
防
鳥
ネ
ッ
ト
設
置 

 　

２
０
２
４
年
11
月
、

市
営
「
勝
目
一
般
住
宅
」

に
住
む
方
か
ら
「
鳩
の
糞

被
害
が
ひ
ど
く
、防
鳥
ネ
ッ

ト
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
隣
の
県
営
住
宅

に
は
ネ
ッ
ト
が
あ
る
の
に
、

市
営
住
宅
に
は
な
い
状
況

で
し
た
。
市
に
改
善
を
要

望
し
た
結
果
、
市
が
対
応

し
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
活
相
談

を
大
切
に
、
市
民
の
暮
ら

し
の
困
り
ご
と
の
解
決
に

取
り
組
み
ま
す
。写真は市営勝目一般

住宅1号棟。3階か
ら5階に防鳥ネット
が張られた。

「
福
島
事
故
を
繰
り
返
す
な
」 

鹿
児
島
市
で
反
原
発
集
会
と
パ
レ
ー
ド

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
15
年
を
迎
え
る
の
を
前
に
、
３
月
８
日
、
鹿
児
島
市

の
天
文
館
公
園
で
反
原
発
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
約
３
５
０
人
（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
し
、「
福

島
事
故
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
」
と
川
内
原
発
の
運
転
や
使
用
済
み
核
燃
料
の
乾
式
貯
蔵
計
画
に
反
対
の
声
を
あ

げ
ま
し
た
。

晴
れ
渡
る
空
の
下
、
親
子
連
れ
の
姿
も

　

集
会
が
行
わ
れ
た
こ
の

日
は
空
が
晴
れ
渡
っ
て
い

ま
し
た
が
、
風
は
冷
た
く
、

参
加
者
は
コ
ー
ト
や
マ
フ

ラ
ー
に
身
を
包
み
な
が
ら

話
を
聞
き
ま
し
た
。
会
場

に
は
若
い
世
代
や
親
子
連

れ
の
姿
も
目
立
ち
、
福
島

事
故
を
忘
れ
な
い
と
い
う

思
い
が
世
代
を
こ
え
て
共

有
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し

た
。

　

主
催
し
た
「
ス
ト
ッ
プ

川
内
原
発
！
３
・
１
１
鹿

児
島
実
行
委
員
会
」
の
向

原
祥
隆
共
同
代
表
（
６
９
）

は
、
九
州
電
力
が
川
内
原

発
（
薩
摩
川
内
市
）
で
計

画
し
て
い
る
使
用
済
み
核

燃
料
の
乾
式
貯
蔵
に
つ
い

て
「
小
手
先
の
原
発
延
命

策
だ
」
と
批
判
。
ま
た
、

中
部
電
力
に
よ
る
耐
震
設

計
デ
ー
タ
不
正
問
題
に
も

触
れ
、「
一
番
の
問
題
は
原

子
力
規
制
委
員
会
に
あ
る
。

ご
ま
か
し
を
見
抜
け
な
い

構
造
が
重
大
事
故
を
生
む
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
に
は
、
薩
摩

川
内
市
か
ら
も
日
本
共
産

党
の
井
上
勝
博
薩
摩
川
内

市
議
が
参
加
し
た
ほ
か
、

川
内
原
発
建
設
反
対
連
絡

協
議
会
の
鳥
原
良
子
会
長
、

さ
よ
な
ら
原
発
い
の
ち
の

会
の
堀
切
時
子
代
表
ら
も

参
加
し
、
原
発
に
依
存
し

な
い
社
会
を
め
ざ
す
決
意

を
共
有
し
ま
し
た
。

「
福
島
を
忘
れ
な
い
」
市
街
地
を
パ
レ
ー
ド

　

集
会
の
後
、
参
加
者
は

「
福
島
を
忘
れ
な
い
」「
絶

対
ダ
メ
！
乾
式
貯
蔵
」
な

ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
て
市
街
地
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
沿
道

か
ら
は
手
を
振
る
人
や
声

援
も
あ
り
、参
加
者
は
「
原

発
の
な
い
社
会
を
」
と
声

を
上
げ
な
が
ら
行
進
し
ま

し
た
。

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
15

年
。
事
故
の
教
訓
を
風
化

さ
せ
ず
、
原
発
に
依
存
し

な
い
社
会
を
め
ざ
す
取
り

組
み
が
続
い
て
い
ま
す
。

川
内
原
発
再
稼
働
は
�
安
全
�
よ
り
先
に
決
ま
�
て

い
た
の
か
�
２
面
�

|　

文
藝
春
秋
記
事
が
示
す
再
稼
働
選
定
の
舞
台
裏

集会のようす（＝８日、鹿児島市天文館公園）

15
年
た
�
て
も
い
ま
だ
に
放
射
能
が
の
こ
り
�
帰
れ
な
い
人
が
お
そ
よ
５
万
人
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つれづれなるままに（828）中俣先生の←中俣先生のブログはこちら

エプロンおばさんの

簡単クッキング （697）

材料（2人分）

スパゲティ200g、ハム5枚、黄ニラ
1束、ニンニク1片、白ワイン大さじ3、

オリーブ油、塩・こしょう。 

① ハムは細切り、黄ニ
ラは5cm、ニンニクは
薄切り。 
② フライパンでハム・
黄ニラ・ニンニクを炒

め、白ワインを入れる。 
③ ゆでたスパゲティと
ゆで汁100mlを入れて
絡め、塩こしょうで味
を整える。

作り方

ハムと黄ニラのスパゲティ
（簡単） 

川
内
原
発
再
稼
働
は
「
安
全
」
よ
り
先

に
決
ま
っ
て
い
た
の
か

|　

文
藝
春
秋
記
事
が
示
す
再
稼
働
選
定
の
舞
台
裏

　

文
藝
春
秋
3
月
号
の
記
事
は
、
川
内
原
発
が
国
内
で
最
初
に
再
稼
働
し
た
原
発
に
選

ば
れ
た
経
緯
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
わ
ず
か

3
か
月
後
、
当
時
の
民
主
党
政
権
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
幹
部
が
、
大
成
建
設
の
元

会
長
に
川
内
原
発
再
稼
働
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
の
原
因
究

明
や
安
全
対
策
の
検
証
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
時
期
に
、
再
稼
働
候
補
が
水
面
下

で
検
討
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
原
発
の
安
全
性
を
め
ぐ
る
重
大
な
問
題
を
提
起
し
て

い
ま
す
。

　

記
事
に
よ
る
と
、
福
島

第
一
原
発
事
故
が
起
き
た

２
０
１
１
年
3
月
か
ら
わ

ず
か
3
か
月
後
の
6
月
、

当
時
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
幹
部
が
大
成
建
設
の
元

会
長
に
対
し
、
九
州
電
力

川
内
原
発
の
再
稼
働
に
協

力
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
故
原
因
の
解
明
も
、

原
子
力
規
制
の
新
た
な
基

準
も
整
っ
て
い
な
い
段
階

で
、
再
稼
働
候
補
の
検
討

が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
原

発
政
策
に
お
い
て
安
全
性

の
検
証
が
ど
の
よ
う
に
扱

わ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う

根
本
的
な
疑
問
を
投
げ
か

け
ま
す
。

　

川
内
原
発
が
候
補
に

な
っ
た
理
由
と
し
て
記
事

は
二
つ
の
点
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

　

一
つ
は
、
福
島
第
一
原

発
が
沸
騰
水
型
（B

W
R

）

で
あ
る
の
に
対
し
、
川

内
原
発
は
加
圧
水
型

（P
W
R

）
で
あ
り
、
タ
イ

プ
が
異
な
る
原
子
炉
だ
っ

た
こ
と
。

　

も
う
一
つ
は
、
大
成
建

設
が
施
工
し
た
原
発
で
あ

り
、
技
術
デ
ー
タ
を
持
っ

て
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
福
島
事
故
の

教
訓
は
「
想
定
外
の
事
故

が
起
き
る
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
原
子
炉
の
型
式

が
違
う
こ
と
や
施
工
会
社

の
事
情
が
、
再
稼
働
の
判

断
理
由
に
な
る
こ
と
が
妥

当
な
の
か
、
改
め
て
問
わ

れ
ま
す
。

　

当
時
は
全
国
で
脱
原
発

の
世
論
が
広
が
っ
て
お

り
、「
再
稼
働
」
と
い
う

言
葉
さ
え
公
に
言
い
に
く

い
状
況
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
再
稼
働

に
向
け
た
動
き
は
ト
ッ
プ

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
進
め
ら

れ
、
大
成
建
設
、
三
菱
重

工
、
九
州
電
力
が
チ
ー
ム

を
組
ん
だ
と
証
言
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

も
し
原
発
の
再
稼
働
が

こ
の
よ
う
な
形
で
水
面
下

で
準
備
さ
れ
て
い
た
と
す

れ
ば
、
原
発
政
策
の
意
思

決
定
の
透
明
性
や
民
主
的

な
議
論
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

川
内
原
発
は
２
０
１
５

年
、
福
島
事
故
後
、
国
内

で
初
め
て
再
稼
働
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
背
景

に
今
回
の
記
事
が
示
す
よ

う
な
経
緯
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
再
稼
働
の
判
断
が

本
当
に
安
全
性
の
十
分
な

検
証
の
う
え
で
行
わ
れ
た

の
か
、
改
め
て
検
証
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

福
島
事
故
か
ら
15
年
が

過
ぎ
た
い
ま
も
、
原
発
事

故
が
地
域
社
会
に
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
川
内
原
発

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
住

民
の
立
場
か
ら
あ
ら
た
め

て
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

福
島
事
故
か
ら
わ
ず
か
3
か
月
で
再
稼

働
の
検
討

�
型
が
違
う
��
技
術
デ
�
タ
が
あ
る
�

こ
と
が
理
由

ト
�
プ
シ
�
ク
レ
�
ト
で
進
め
ら
れ
た

再
稼
働
準
備

原
発
の
安
全
性

は
本
当
に
検
証

さ
れ
た
の
か

※
「
�
�
�
太
郎
�
映
画
評
�
案
内
�
�
筆
者
�
都
合
�
�
�
�
�
�
�
休
�
�
�
�


